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 論文審査の結果の要旨
 琉球列島にはサンゴ礁が発達し,造礁性群体サンゴがその主たる構成生物である。これらの
 サンゴ類の従来の群集構造に関する研究にはまだ多くの未解決の問題がのこされてきた。一方,
 琉球列島には,サンゴ礁堆積物を含む石灰岩からなる第圏系琉球層群が広く分布している。こ
 の石灰岩については,多くの研究があるにもかかわらず,造礁サンゴ類の研究はなされていな
 かった。中森亨は,現生サンゴ類の生態学的研究を基礎として,琉球腰群中の化石造礁サンゴ
 類の研究を行った。まず現生サンゴ類については,サンゴ礁の代表的発達地域である沖縄県石
 垣島および瀬底島において,5i属114種を識別し,造礁サンゴ類の群集,成長形,多様度,被覆
 率等についての生態学的特徴を明らかにし,太平洋や大西洋の他地域のサンゴ類との比較を
 行った。
 第四系琉球層群の中森の研究は,石灰岩のよく分布する波照間島,宮古島,沖縄本島,沖永
 良部島,喜界島の5つの島で行われた。まず化石サンゴ類研究の基礎として,石灰岩の磨位学
 的研究を行い,各島の屡序と年代を詳細な野外調査によって明らかにし,多くの新知見をもた
 らした。化石サンゴ類については,52属70種からなる5っの群集を識別し,多様度,成長形等
 について,豊富な資料にもとづいて解析し,化石サンゴ類と現生サンゴ類の群集は互に大きな
 類似性のあることを見出した。またこの比較研究と各島の岩相分布から,琉球層群の堆積環境
 の復元を行い,第四紀更新世のサンゴ礁は,基盤が島尻層群の地域では,パッチリーフの集合
 体であり,基盤がより古い地層の場合は,裾礁を形成していることを示した。
 以上,中森亨の現生および化石サンゴ類の群集構造の研究は,琉球列島の地史の解明,お
 よび造礁サンゴ類研究の分野に大きく貢献するものである。またこれまでに公表した論文の内
 容から判断して,今後自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していると
 考えられる。よって中森亨提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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